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1.はじめに 

近年，河道内の流況制御のため，鬼怒川などで

自然石を用いた透過型導流堤が提案 1)されている．

透過型捨石構造物の水制や堰への応用については，

道奥ら 2)や前野ら 3) など精力的な研究が行われて

きたが，透過型導流堤についてはあまり研究が行

われていない．捨石型は積み直しが容易なので，

河岸から離してスポット的に設置することにより，

必要最小限で最大の効果を期待できる．そこで本

研究では，透過型捨石導流堤を河道内に配置する

際，河岸からの距離に応じて導流堤周辺の流況が

どのように変化するか，室内実験と数値解析を実

施して検討する． 

 

2.実験装置および方法 

実験には，長さ 8 m，幅 50 cm，高さ 24 cm，勾

配 1/1000 の塩化ビニル板製水路を用いた．この水

路の上流端より５ｍのところに，導流堤模型を設

置した（図-1参照）．この模型は，粒径 1.5〜2.0 cm

の玉石状の材料を金網で囲んで，長さ 20 ㎝，幅 5cm，

高さ 7 ㎝の直方体に成形したものである 4)．流水抵

抗は，乱流抵抗にかかわるパラメーターc ，間隙の

大きさを示すパラメーター K がそれぞれ 0.62, 

0.0092(㎝)であり，道奥ら 2) と同程度であった． 

実験の水理条件は表-1に示す通りで，模型の配

置角度は 30 度に固定し，左岸からの距離 d2 をいろ

いろと変えて実験を行った（図-1参照）．実験では，

平面２次元流速ベクトルv＝（u，v）の測定，流況

観察を行なった．流速の測定には２成分電磁流速

計（KENEK 製）を用い，水面から約 60％の高さ

で計測した．流況観察では染料(ウォーターブルー)

を用い，導流堤先端から左右に分岐する流れの様

相を観察した． 

また，河川シミュレーションソフト iRIC 
5)を用

いて，数値解析を実施した． 

 

(a) CASE1(d2=0cm) (b) CASE4 (d2=17.5cm) 
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図-2  流速ベクトル図 実験結果 
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図-1 導流堤模型配置 
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表-1 実験条件 

 流量 (m
3
/s) 0.0037

代表水深 (m) 0.065

代表流速(m/s) 0.114

フルード数 0.14
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3.実験結果および考察 

図-2は流速ベクトルの測定結果の例を示したも

のである．これを見ると，導流堤に沿って右岸側

に流れが集められ，流下とともに高速域が形成さ

れていることがわかる．一方で，導流堤を壁面か

ら遠ざけた場合には，導流堤を傾けた反対側（図

-2(b)の左岸側）にも高速域が形成されてしまう． 

写真-1は導流堤先端付近の流況を示したもので

ある．導流堤が河岸に接している場合には（写真

-1(a)），河岸に沿う流れが導流堤によって右岸側

へ曲げられるのに対して，導流堤が河岸側から離

れた場合には（写真-1(b)），接近流は導流堤先端

（図-1 の点 A）から左右に分流するのではなく，

点 A よりも水路中央側に現れるよどみ点で分岐し

ていくことがわかる．これが，導流堤の設置方向

の反対側にも高速域が形成される根本的な要因と

考えられる．分岐の位置は，導流堤を壁面から遠

ざけるにつれて，右岸側にシフトしていくことが

確認できた． 

図-3は，実験結果と同じ条件で数値解析を実施

した結果である．実験結果と比較すると全体的に

よく一致している．導流堤が河岸から離れた場合

（CASE4）の解析結果を見ると，実験結果と同様

に左岸側の高速域が見られるなど，重要な特徴が

再現されている． 

 

４．おわりに 

 透過型導流堤を河道内に設置する際，導流堤を河

岸から離しすぎると左右岸に高速域が形成される

ことが実験と数値解析から得られた．導流堤を設

置する際には,状況に応じて河岸から適切な距離

に配置する必要がある． 
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(a) CASE1 (d2=0cm) (b) CASE4 (d2=17.5cm) 

写真-1 流況観察 

図-3  流速ベクトル図 解析結果 

(a) CASE1 (d2=0cm) (b) CASE4 (d2=17.5cm) 
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